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SATORU 会は、「オパ TAPE 会」から進化し、新たなステージとして誕生しました。 

これまでの「オパ TAPE 会」で育まれた叡智と実践を土台に、 

今という時代にふさわしい新しい風を感じていただける会です。 

 

現在も「ボンサンテ会」を開催していますが、 

SATORU 会はより変動の大きな社会に呼応するかたちで、 

二つの方向性を明確に掲げます。 

 1. 自由に自分を表現する活動を応援すること。 

 2. 自分自身の改革を現実の行動に変えるための指針を発信すること。 

 

この二つの方向は、 

自分の内にある「まだ形にならない願い」や「もう一歩先へ行きたい思い」を 

明確にし、外に打ち出すための基盤です。 

 

私たちはそのための“静かな後押し”をします。 

迷いを整理し、確信に変え、ただまっすぐに表舞台を歩けるように。 

SATORU 会はその背中を押す存在でありたいと願っています。 

 

------ 

 

      強さと軽やかさの共存 

 

強い意志、軽やかなまなざし、大人としての節度。 

この 3 つのバランスをすでに皆さんは手にしています。 

それはもう完成しています。 

 

だからこそこれからは、 

社会にある不安や過去の苦しさに囚われるのではなく、 

“嬉しさ”と“自由”を持って世界へ出ていく段階です。 

 

SATORU 会はそのための実践の場です。 

「強い管理能力を持つ自分づくり」と、 

「負けずに続ける強固な信念」。 



この二つを同時に育てる人を、私たちは育成します。 

 

------ 

 

   何もしない強さという美学 

 

一方で、何かを“しない”という選択をする人にも、 

等しく強さがあります。 

静けさの中に自分の光を見出し、 

そこにいるだけで人に安心を与える存在。 

 

SATORU 会は、そんな「存在そのものが力になる人づくり」も進めます。 

愛に満ちた角度、疲労のないマインド、 

誰かに肩をつかまれても、微笑んでいられる安定感。 

その感覚を支え続けます。 

 

⸻ 

 

   宇宙意識とともに歩む新時代 

 

これからの時代、 

「男だから」「女だから」といった古い観念は静かに消えていきます。 

私たちは、固定観念の殻を脱ぎ、 

真の自由を知る時代を迎えています。 

 

そのためには、 

外の出来事に振り回されず、 

心の奥で「私は大丈夫」と言える自分をつくることが鍵です。 

 

SATORU 会は、その“悟る”ような響きをもつ叡智とのコラボを通して、 

現実を動かす力と確信を持つための場を提供します。 

曖昧さを超え、非現実ではなく、現実としての可能性を生きる。 

これが、SATORU 会が目指す新しい時代の姿です。 

 

------ 

 

  IN と OUT の循環 



 

人は人を通して学ぶ――。 

けれども本当の学びは、 

「その学びをどう自分が受け取るか」にかかっています。 

 

学びの究極は、人に教えること。 

人に与えること。 

自らの気づきを分かち合うことです。 

 

SATORU 会は「IN（内面と叡智の会）」として、 

外に向けて活動する「OUT（ボンサンテ会）」と共に動いていきます。 

この両輪があることで、 

人の中に刻まれた脳のリズムが整い、 

最適な自分として日々を歩むことができます。 

 

------ 

 

       最後に 

 

思いつくままに綴りましたが、 

この言葉たちの中に、 

あなたの中の“まだ目覚めていない自分”が反応する部分があると思います。 

 

それが SATORU 会の入口です。 

古い殻を脱ぎ、 

首を締めつけていた苦しさを解き放ち、 

自分のプライドを心地よく刺激しながら、 

現実に新しい風を吹き込む。 

 

SATORU 会とボンサンテ会の両輪は、 

これからの地球の変化に合わせて 

ますます柔軟に、しなやかに進化していきます。 

 

これまでの温かい見守りに心より感謝を申し上げます。 

そしてこれからも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

藤松弓子 


